
2月15日    13:30 ー 16:00
東北大学 金属材料研究所 2号館講堂
および   オンライン配信
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「新素材・先端分析」

文化財・自然史財
×

新素材・先端分析

これらはAIツールで作成したイメージ画像
   現実のようで何か違う―― 新しい視点からあなた自身で発見をしませんか

演題とご講演者：
「年代のものさし」になった水月湖の年縞
北川淳子 福井県年縞博物館 学芸員（博士）

古代オリエントの金属貨幣（コイン）の誕生と発展
津村眞輝子 古代オリエント博物館 館長

平泉研究と理工学
平原英俊 岩手大学平泉文化研究センター センター長

仙台城大手門復元と先端科学技術
藤澤敦 東北大学学術資源研究公開センター 教授



東北大学 金属材料研究所 2号館講堂場所

ご講演内容

お問合わせ

お申込み

金属材料研究所 新知創造学際領域形成推進室
電話：022-215-2716・2254
メール：imr-ikh@grp.tohoku.ac.jp

住所：仙台市青葉区片平2-1-1

右のQRコードを読み取ってお申し込みください．
会場100 名、オンライン300 名までの先着順になります．

「年代のものさし」になった水月湖の年縞
北川淳子（福井県年縞博物館）
福井県の若狭湾に面した場所に5つの湖があり，三方五湖と呼ばれています．

その中の水月湖の底に7万年45mの年縞堆積物あります．年縞とは1年毎の縞模
様のある堆積物のことです．この年縞を利用した研究で，約5万年前までの年代
が正確に測れるようになりました．その経緯と、水月湖の年縞堆積物のこれか
らの研究の可能性を紹介します．

古代オリエントの金属貨幣（コイン）の
誕生と発展

津村眞輝子（古代オリエント博物館）
古代オリエントのコイン（金属貨幣）は紀元前７世紀頃に東地中海域に誕生

しました．人間と金属の出会いに始まってコインが誕生する背景，その後広く
流通するようになった歴史を紹介します．

平泉研究と理工学
平原英俊（岩手大学 平泉文化研究センター）
平泉文化の研究は，単に歴史学や考古学など文系の学問分野のみで行われて

いるのではありません．岩手大学では，2012年の平泉文化研究センター発足以
来，分析化学，鉱物学，植物学など理系の学問諸分野とともに平泉研究を進め
てきました．近年は，東北大学などと学際ハブを形成し，材料科学の側面から
も研究を進めています．このような事例を紹介しながら，理工学からの平泉文
化研究への貢献について考察します．

仙台城大手門復元と先端科学技術
藤澤敦（東北大学学術資源研究公開センター）
桃山様式の豪壮な構えで知られ，戦前は国宝にも指定された仙台城の大手門

は， 1945年7月の仙台空襲で焼失してしまいました．史跡整備の一環として，
大手門の復元を目指した発掘調査が昨年度から開始され，焼失時に収集された
金具などが遺存していることも，あらたに判ってきています．今後、大手門の
復元を目指すにあたって重要な役割を担う3次元計測技術や材質分析技術など，
様々な先端科学技術について考えてみたい．

私たちの歴史や文化の足跡は，さまざまな科学技術と結びつくことで，これまで以上
に深く，鮮やかにその姿を現します．本講演会では，考古学・自然史財学と材料科学が
協力することで解明される歴史の謎や，最新の研究成果について各分野の専門家がわか
りやすくお伝えします．
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